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斎藤ほか (2001) (, r方言資料叢刊』を用いた全国挨拶行動の言語行動学的方言学的研究J r玉藻j 37, 
フェリス女学院大学国文学会)の記述を詳しく見ることで、具体的な目標が定められた。
-高年層にとどまらない、使用実態の年代差を捉えた記述を行う。






このような目標を達成した記述が、本論文の目的(1) A) に適うものとなる。 (第 2 章)
以降が、本論文における具体的な検討になるが、要旨では、本論文の目的に沿った内容のまとまりご
とに、本論文の成果を示していく。まずは) A) a) の検討の成果は E 節で、 (1) A) b) の検討の成




第 3 章~第 5 章では、本論文の目的(1) A) a) の試みを行った。第 3 章では、あいさつ待遇法の検
討のために必要な、あいさつ分析の姿勢を明らかにした。具体的には、あいさつ待遇法検討の試み一(1)
A) a)ーを行うための、資料収集のために留意すべき点、以下の 3 点を導き出した。
-“接触"という大きな場面枠で切り取った表現の総体を扱う 0
・「オハヨー J r コンニチワ J などのあいさつ言葉以外も扱う。
-動作や表現内容なども待遇的価値を担いうるか、実証的に検証する。 (第 3 章)












































第 6 章以降が(1) A) b) の目的に沿って、本格的に、地域差を念頭に置いた待遇的観点からの記述
を行う各論となる。
第 6 章では、地域差記述の際の姿勢について述べた。なお、あいさつ表現の全国的地域差の記述とい


























(第 7 章/第 8 章)
II. i. r非定型表現使用地域の使用実態J
第 9 章、 11章では、非定型表現使用地域の待遇的観点からのあいさつ表現の記述の事例として、それ
ぞれ、青森県と秋田県のあいさつ表現の使用実態、宮崎県南部と鹿児島県の使用実態を明らかにした。
































その上で、三井 (2007) (，おはようございます、こんばんはJ r月刊言語j 35-12，大修館書店)の提








































































































































特に、第 5 章、 10章、 12章で扱った近年のあいさつ表現の変化は、待遇的側面に着目することで、そ
の変化が起きる背景を整合的に解釈できると示した。その意味で、変化の動態を扱うことで、待遇的側
面の重要性を訴えることについて、一定の成果を挙げたと捉えてよいだろう。






















まず、第 1 章「本論文の目的と意義J では、この論文がめざすところと研究上の意義を述べ、第 2 章
「あいさつはどう取り上げられてきたかJ では、先行研究を概観し問題点を指摘する。
次に、第 3 章~第 5 章では、あいさつ表現の使用実態を待遇的観点から記述しようと試みる。第 3 章
「あいさつをどう捉えるべきか」では、あいさつ表現研究における言語運用面への注目の必要性を主張










児島県の使用実態を明らかにする。第10章「待遇的観点からのあいさつ表現変化の動態研究試論 1 J 、
第12章「同 IIJ では、東北地方と南九州地方における変化の動態を解明する。
さらに、第13章「通時的観点での定型化をめぐってj、第14章「朝の出会いのあいさつ表現変化の推
移J では、ここまで章を総合し、交話的機能の志向による定型化の動きと、待遇関係表示の志向による
待遇的側面目当ての流れとが相倹って、あいさつ表現の変化が生じることを明らかにする。
第15章「本論文のまとめ」は全体を総括し、結論を述べるとともに今後の課題を提示する。
従来、あいさつ表現の研究は、慣用句的なあいさつ言葉の形式的把握にとどまるものが多かったが、
本論文はその対象を接触場面における表現の総体に拡大し、言語運用面に注目した研究を行った。また、
あいさつ表現の分析にとって待遇的視点が重要であることを主張し、地理的動態の中に、あいさつ表現
の待遇的側面が強化されていく様子が観察されることを明らかにした。この成果は、言語行動研究、方
言学の分野に大きく寄与するものであり、高く評価できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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